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1. はじめに ティは効用関数であり，「ノード同士が繋がる

割合」から「リンクがランダムに配置された場

合の期待値」を引いた値として定義される． 

 

twitter は，ユーザ数が 5 億人を超えるマイク

ロブログサービスである．これを利用する上で，

あるユーザの関心のある事柄を扱う他ユーザや

つぶやきを検索する方法は， twitter が提供す

るレコメンド機能と，キーワード検索の 2 つの

方法がある．レコメンド機能は，友人や知人な

どの既知の人物である可能性が高いことが知ら

れている．キーワード検索に関しては，検索を

行ったキーワードを使用したユーザが時系列順

に表示される． 

CNM 法は大規模なネットワークに対して有効な

手法であることが知られているが，抽出対象の

ネットワークが多様な関係性を含む場合，ノー

ド間の関連が弱いコミュニティが抽出されてし

まうことが知られている[2]． 

 

しかし，上記の方法ではあるユーザが共通の

関心を持つ他のユーザを検索したい場合，手作

業で効率的に探すことは難しいと考えられる． 

本研究では，キーワード抽出とコミュニティ

抽出を用いたレコメンドを行い，共通の関心を

持つユーザのレコメンド方法の提案を目的とす

る．  
 図 1.コミュニティ抽出 
2. 関連研究  
 実際に twitter では友人知人，仕事仲間，共通

の関心などといった様々な関係を含むネットワ

ーク構造となっているため，ユーザをノード，

フォロー関係をリンクとして捉えて CNM 法を適

用した場合，ノード間の関連が弱いコミュニテ

ィが抽出されてしまう．この問題を解決するた

め，TF-IDF と呼ばれるキーワード抽出手法を用

いて，ノード間の関係を特定の関心事に絞るこ

とでこの問題が解決できると考えられる． 

 田中らはフォロー関係や HITS アルゴリズムを

利用することにより，特定の興味や関心につい

て有用なつぶやきを行うユーザの推定を行った

[2]．しかし，この研究ではつぶやき内容の考慮

や，実際にレコメンドを行っての評価がされて

いない．したがって，本研究ではユーザ毎のつ

ぶやき内容や実際のレコメンドとしての評価を

考慮した方法を提案する． 
 

 
3. アプローチ 4．提案手法 
 

 
本研究では，共通の関心を持つユーザのレコ

メンドを行うために，CNM 法というコミュニティ

抽出手法を用いる． 

共通の関心を持つユーザのレコメンド方法に

ついて図 2 に概要を示す．図 2 では twitter を

利用するユーザをノード，フォロー関係をリン

クとして捉え，レコメンドを行うユーザを a と

し，直接フォロー関係の無い距離 2 までのネッ

トワークを構築する．距離 2 に居るユーザをα

～θとし，TF-IDF によってキーワードを抽出し，

レコメンドを行うユーザが要求するキーワード

に該当するキーワードが抽出されたユーザを検

索する．検索されなかったユーザを取り除いた

 CNM 法とはモジュラリティ Q 値が最大になるよ

うにノード間の結合を繰り返すことでコミュニ

ティを抽出する手法である(図１)．モジュラリ 
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レコメンドとしての有用性評価の結果を表 2 に

示す．また，CNM 法では対象となるコミュニティ

が大きいため，ランダムに 30 名を評価した． 

ネットワークは関連を共通の関心を持つユーザ

同士で構築された関連の強いネットワークとな

っている可能性が高く，このネットワークに対

しコミュニティ抽出を行うことによって，共通

の関心を持つユーザ同士のコミュニティが抽出

出来ると考えられる．  

 

表 2．レコメンド有用性比較 

 

 レコメンドを行うユーザが含まれるコミュニ

ティ内に存在するフォローしていない他のユー

ザを共通の関心を持つユーザとしてレコメンド

を行う．  

 

 

6．評価，考察 
 

提案手法を用いることで表 1 からコミュニテ

ィの大きさがレコメンドとして利用するうえで

有用なサイズとして抽出することが可能である

ことがわかった． 
図 2．共通の関心を持つユーザのレコメンド また，表 2 から共通の関心事によってリンク

を選定することによって，レコメンドを行うユ

ーザが所属するコミュニティ内に存在する距離 2

のユーザの有用な割合が大きく向上することが

わかった．これはユーザ間の関連を絞り込むこ

とでよりレコメンドを行うユーザが求めている

他のユーザを含むコミュニティ抽出を行うこと

が出来たため，有用なユーザがコミュニティと

して抽出されるためだと考えられる． 

 

5．実験 
 

twitter を利用しているユーザ 10 名を対象に

キーワードによるリンクの選定を行う場合と行

わない場合でのレコメンドの有用性の評価実験

を行なった．ここでの有用性とはレコメンドと

して利用する価値の有無を有用性としている． 

距離 2 のユーザ群の抽出キーワード数はユー

ザ毎の TF-IDF 値が高いもの 10 ワード，レコメ

ンドを行うユーザの要求キーワード数 3 ワード

をそのユーザが持つ関心事とした．キーワード

によってリンクの選定を行なった場合と行わな

かった場合でのレコメンドを行うユーザが所属

するコミュニティのサイズの比較を表１に示す.  

 

7．結論 
 

本研究では，twitter のフォロー関係からネッ

トワークを構築し，キーワード抽出によって関

連の強いユーザ同士に対しコミュニティ抽出を

行うことで，共通の関心事を持つユーザを見出

す方法を提案した．キーワードによるリンクの

選定を行わない場合に比べ，提案手法はより有

用性が高いコミュニティが抽出され，レコメン

ドとして有用であることを示した． 

 
表 1．コミュニティサイズ比較 
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